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＜研究継続の妥当性評価＞ 
・ 研究の見通し、研究の進捗状況はともに良好であり、計画通り研究を継続することが妥当である。 

 

＜参考意見＞ 

１．デポジットの付与方法によって、このスキームの効果は大きく異なるため、可能であれば複数のデポジ

ットの付与方式を検討して頂きたい。 
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